
鳥
嶋
は
美
保
関
町
菅
浦

す
げ
う
ら

湾
北
方
の
鬼
島

の
こ
と
。
周
囲
は
一
四
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

四
四
・
五
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
。
鳥
の
栖す

と
は

文
字
ど
お
り
、
鷲
な
ど
の
巣
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

黒
嶋
は
鬼
島
の

北
方
三
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
所
に
浮
か

ぶ
大
黒
島
の
こ
と
。

衣
嶋
は
菅
浦
湾

に
あ
る
鞍
島
の
こ

と
。
高
さ
一
五
メ

ー
ト
ル
。
島
の
中

を
掘
り
通
し
、
南

北
に
船
が
往
来
し

て
い
る
と
あ
る
。

37 36

11稻
上

い
な
あ
げ

濱
は
美
保
関
町
の
稲
積

い
な
づ
み

浦

に
あ
た
り
、
長
さ
二
八
九
メ
ー
ト
ル
。

稲
積
浦
の
後
方
に
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を

思
わ
せ
る
形
を
し
た
麻
仁
祖

ま

に

そ

山
が
そ

び
え
て
い
る
。
稻
積

い
な
づ
み

嶋
は
稲
積
湾
口

に
東
西
に
並
ぶ
二
つ
の
小
島
が
そ
れ

か
。
周
囲
八
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一

八
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
。
松
林
が
あ
り
、

鳥
の
巣
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
大
島
は

北
浦
の
砂
浜
の
突
端
に
あ
る
奈
倉

な
く
ら

鼻
。
今
は
砂
浜
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、

島
で
は
な
い
。
現
在
、
海
水
浴
場
と

し
て
名
高
い
場
所
。

稻
上

い
な
あ
げ

濱
。
廣
さ
一
百
六
十
二
歩
あ

り
。
百
姓

た

み

の
家
あ
り
。

稻
積

い
な
づ
み

嶋
。
周
り
四
十
八
歩
、
高
さ
六

丈
あ
り
。
松
林
、
鳥
の
栖す

あ
り
。
中

を
鑿う

が

ち
て
、
南
北
に
船
猶
往
來

ゆ
き
か

へ
り
。

大
嶋
。
礒
な
り
。
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島 根 半 島 �

中 海 �

地図上の数字は、本文に記した太数字の�
あとに紹介する島や浜などの位置する範�
囲を示しています。�

美
保
関
町
の
千
酌

ち
く
み

浦
、
長
さ
は
六
四
一
メ

ー
ト
ル
。
南
に
駅
家

う
ま
や

が

あ
り
、
当
時
は
こ
の
浜

が
隠
岐
国
へ
の
渡
し
場

で
あ
っ
た
ら
し
い
（
詳

し
く
は
三
三
ペ
ー
ジ
を

参
照
）。

千
酌

ち
く
み

濱
。
廣
さ
一
里
六

十
歩
あ
り
。
東
に
松

林
、
南
の
方
に
驛
家

う
ま
や

、

北
の
方
に
百
姓

た

み

の
家
あ

り
。
郡
家
の
東
北
一
十

七
里
一
百
八
十
歩
な

り
。
此こ

は
謂い

は
ゆ
る
隱お

岐き

國
に
度わ

た

る
津

わ
た
し
ば

是
な

り
。 12

葦
浦

あ
し
う
ら

濱
。
廣
さ
一
百
二
十
歩
あ
り
。
百
姓

た

み

の
家
あ
り
。

美
保
関
町
笠
浦
の
こ
と
。
長
さ
は
二
一

四
メ
ー
ト
ル
。

13加
志
嶋
は
笠
浦
湾
口
に
あ
る
笠
島
の
こ

と
。
周
囲
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
九
メ
ー

ト
ル
と
あ
る
。
白
カ
ス
カ
島
と
も
言
う
。

赤
嶋
は
笠
島
の
北
に
並
ぶ
黒
カ
ス
カ
島
。

周
囲
一
七
八
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
・
八
メ

ー
ト
ル
。
文
字
ど
お
り
す
こ
し
赤
い
。
二
つ

の
島
が
仲
良
く
並
ん
で
い
る
。

加
志

か

し

嶋
。
周
り
五
十
六
歩
、
高
さ
三
丈
あ

り
。
松
あ
り
。

赤
嶋
。
周
り
一
百
歩
、
高
さ
一
丈
六
尺
あ

り
。
松
あ
り
。

赤島（左）と加志島

島
根
町
の
瀬
崎
。
海
岸
が
磯
で
、
そ
こ

に
瀬
崎
戍

せ
ざ
き
の
ま
も
り

が
あ
っ
た
ら
し
い
。「
戍

ま
も
り

」
と
は
、

海
上
警
視
の
警
備
所
の
こ
と
。
千
酌
湾
の

警
備
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

瀬
埼

せ
ざ
き

。
礒い

そ

な
り
。
謂い

は
ゆ
る
瀬
埼
戍

せ
ざ
き
の
ま
も
り

、
是
な

り
。 14笠

浦
北
方
に
突
出
す
る
、
津
和

つ

わ

鼻
の
東

北
に
浮
か
ぶ
黒
島
。

黒
嶋
。
紫
菜
・
海
藻
生
へ
り
。

笠
浦
の
北
方
に
あ
る
サ
ザ
エ
島
の
こ
と
。

龜か
め

嶋
。
前
に
同
じ
。（
紫
菜
・
海
藻
生
へ

り
。
編
集
部
注
）

附
嶋
は
島
根
町
野
井
北
方
の
築つ

き

島
。
周

囲
一
・
一
〇
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
メ

ー
ト
ル
と
あ
る
が
、
周
囲
・
標
高
と
も
現
在

の
も
の
は
は
る
か
に
大
き
い
。
誤
写
か
。
多

く
の
植
物
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も

薺
頭
蒿

お

は

ぎ

が
正
月
に
六
寸
に
な
る
こ
と
に
は

特
別
な
関
心
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

蘇よ
み

嶋
は
築
島
の
西
南
に
並
ん
だ
二
つ
の
小

島
。
も
と
も
と
一
つ
だ
っ
た
も
の
を
彫
り
通

し
た
た
め
、
二
つ
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
眞
屋

島
は
築
島
北
方
の
横
島
。
周
囲
一
五
三
メ

ー
ト
ル
、
高
さ
一
五
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
。

附つ
き

嶋
。
周め

ぐ

り
二
里
一
十
八
歩
、
高
さ
一
丈

あ
り
。
椿
・
松
・
薺
頭
蒿

お

は

ぎ

、
茅ち

・
葦
都
波

つ

は

あ
り
。
其
の
薺
頭
蒿
は
正
月
元
日
に
は
生お

ひ
て
長
さ
六
寸
な
り
。

蘇よ
み

嶋
。
紫
菜
・
海
藻

め

生
へ
り
。
中
を
鑿う

が

ち

て
南
北
に
船
猶
往
来

ゆ
き
か

へ
り
。

眞
屋

ま

や

嶋
。
周
り
八
十
六
歩
く
、
高
さ
五
丈

あ
り
。
松
あ
り
。

15

島
根
町
瀬
崎
の
北
方
の
松
島
。
周
囲
は

一
四
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
四
メ
ー
ト
ル
と

あ
る
。

松
嶋
。
周
り
八
十
歩
、
高
さ
八
丈
あ
り
。
松

林
あ
り
。

松
島
南
方
の
楯た

て

島
の
こ
と
。
タ
テ
シ
が
タ

テ
に
変
わ
っ
た
ら
し
い
。

立
石

た
て
し

嶋
。
礒
な
り
。

16鶴
嶋
は
島
根
町
沖
泊
の
北
方
に
あ
り
、

今
も
鶴
島
と
言
う
。
周
囲
は
三
七
四
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
二
七
メ
ー
ト
ル
。
間
嶋
は
鶴
島

の
西
方
に
あ
り
、
今
も
間
島
と
言
う
。
毛
都

嶋
は
島
根
町
の
多
古

た

こ

鼻
の
西
に
あ
る
六
島

の
こ
と
。

鶴つ
る

嶋
。
周
り
二
百
一
十
歩
、
高
さ
九
丈
あ

り
。
松
あ
り
。

間ま

嶋
。
海
藻
生
へ
り
。

毛
都

も

つ

嶋
。
紫
菜
・
海
藻
生
へ
り
。

17野
浪

ぬ
な
み

濱
。
廣
さ
二
百
八
歩
あ
り
。
東
の
邊

ほ
と
り

に
神
社
あ
り
。
又
百
姓

た

み

の
家
あ
り
。

島
根
町
の
野
波

の
な
み

浦
で
、
長
さ
は
三
七
一

メ
ー
ト
ル
。
神
社
と
は
奴
奈
弥
神
社
の
こ
と
。

野
波
浦
と
加
賀
浦
と
の

間
の
北
岸
に
あ
る
黒
島
と

思
わ
れ
る
。

黒
嶋
。
海
藻
あ
り
。

加
賀
神
埼

か
か
の
か
む
さ
き

。
即
ち
窟

い
は
や

あ
り
。

高
さ
一
十
丈
許

ば
か
り

、
周め

ぐ

り
五

百
二
歩
許
あ
り
。

東
西
北
に
通
れ
り
。
謂い

は

ゆ
る
佐
太
大
神

さ
だ
の
お
ほ
か
み

の
産
生

あ

れ

ま

し
し
處

と
こ
ろ

な
り
。
産
生
ま
さ

ん
と
せ
し
時
に
、
弓
箭
亡

ゆ

み

や

う

せ
坐ま

し
き
。
爾そ

の
時
、
御
祖

み
お
や

神
魂
命

か
み
む
す
び
の
み
こ
との

御
子

み

こ

、
枳
佐
加

き

さ

か

比
賣
命
願

ひ
め
の
み
こ
と
ね

ぎ
た
ま
ひ
し
く
、

島
根
町
白
竜
鼻
西
方
の

オ
グ
リ
島
と
思
わ
れ
る
。

小
黒

を
く
ろ

嶋
。
海
藻
生
へ
り
。

島
根
半

島

の

名

所
・
加
賀
の
潜
戸

く
け
ど

の
あ
る
岬
。
岩
穴
は
高

さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
は
八
九
四
メ
ー
ト

ル
ば
か
り
と
あ
る
。

『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
岬
に
ま
つ
わ
る

伝
承
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
岬
を
特
別

に
神
崎

か
む
さ
き

と
呼
ん
だ
の
は
、
佐
太
大
神

さ
だ
た
い
じ
ん

の
生
ま

れ
た
所
で
、
黄
金
の
弓
矢
で
射
抜
い
た
た
め

貫
通
し
た
と
い
う
大
き
な
洞
窟
が
あ
っ
た
り
、

こ
の
付
近
を
通
る
と
き
は
大
声
を
出
さ
な
い

と
神
が
疾
風

し
っ
ぷ
う

を
お
こ
し
て
船
を
ひ
っ
く
り
返

す
と
い
う
神
秘
的
な
所
で
あ
っ
た
か
ら
な
の

だ
ろ
う
。
今
は
遊
覧
船
で
中
を
通
る
こ
と
が

で
き
る
。
今
で
も
十
分
神
秘
的
だ
。

「
吾あ

が
御
子
、
麻
須
羅
神

ま

す

ら

か

み

の
御
子
に
坐ま

さ
ば
、

亡う

せ
た
る
弓
箭
出

ゆ

み

や

い

で
來こ

」
と
願
ぎ
ま
し
き
。

爾そ

の
時
、
角つ

の

の
弓
箭
、
水
の
隨

ま
に
ま

に
流
れ
出
で

き
。
爾そ

の
時
、
之
を
取
り
て
御
子
に
詔の

り
た

ま
ひ
し
く
、「
此こ

は
非あ

ら

ぬ
弓
箭
な
り
」
と
詔
り

た
ま
ひ
て
、
擲な

げ
廢う

て
給
ひ
き
。
又
、
金

こ
が
ね

の

弓
箭
流
れ
出
で
來
つ
。
即
ち
待
ち
取
り
坐ま

し
て
、「
闇
鬱

く

ら

き
窟

い
は
や

な
る
か
も
」
と
詔の

り
た
ま

ひ
て
、
射
通

い
と
ほ

し
坐
し
き
。

即
ち
御
祖

み
お
や

支
佐
加
比

き

さ

か

ひ

賣
命

め
の
み
こ
と

の
社
、

此
の
處
に
坐

す
。
今
の
人
、

是
の
窟
の
邊

あ
た
り

を
行
く
時
、

必
ず
聲こ

え

磅と
ど

ろ
か

し
て
行

く
。
若も

し
密ひ

そ

か
に
行
け

ば
、
神
現あ

れ

て
、
飄
風

つ
む
し

起

り
、
行
く
船

は
必
ず
覆

く
つ
が
へる

な
り
。

18

玉
江
湾
西
方
の
中

島
で
、
周
囲
四
二
七

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三

〇
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
。

小を

嶋
。
周め

ぐ

り
二
百
四
十
歩ぶ

、
高
さ
一
十
丈

あ
り
。
松
・
茅ち

・
薺
頭
蒿

お

は

ぎ

・
都
波

つ

は

あ
り
。

10 美
保
関
町
片
江
浦
で
、
長
さ
六
七
七
メ

ー
ト
ル
と
あ
る
。
今
は
あ
た
り
一
帯
が
民
家
。

方
結

か
た
え

濱
。
廣
さ
一
里
八
十
歩
あ
り
。
東
西

に
家
あ
り
。

９鳥
嶋
。
周
り
八
十
二
歩
、
高
さ
一
十
五
丈

あ
り
。
鳥
の
栖す

あ
り
。

黒
嶋
。
紫
菜

の

り

・
海
藻

め

生
へ
り
。

衣え

嶋
。
周め

ぐ

り
一
百
二
十
歩
、
高
さ
五
丈
あ

り
。
中
を
鑿う

が

ち
て
、
南
北
に
船
猶
往
來

ゆ
き
か

へ
り
。

美
保
関
町
片
江
と
菅
浦
と
の
間

に
突
出
し
た
岬
。
二
つ
の
岩
穴
が

あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
突
端
か

ら
東
側
を
南
へ
少
し
行
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
二
つ
の
岩
穴
の
こ
と
だ

ろ
う
。

勝
間

か
つ
ま

埼
。
二
つ
の
窟

い
は
や

あ
り
。
一
つ

の
高
さ
は
一
丈
五
尺
、
裏う

ち

の
周
一

十
八
歩
あ
り
。
一
つ
の
高
さ
は
一

丈
五
尺
、
裏
の
周
二
十
歩
あ
り
。

勝
間
崎

か
つ
ま
ざ
き

の
北
方
に
あ
る
蜂
巣

は
ち
す

島
。

ハ
ト
が
ハ
チ
ス
に
変
わ
っ
た
の
か
。

鳩
嶋
。
周
り
一
百
二
十
歩
、
高
さ

一
十
丈
あ
り
。
都
波
・
苡い

あ
り
。

美
保
関

町
の
菅
浦

に
あ
た
り
、

長
さ
は
四
九

九
メ
ー
ト
ル

と
あ
る
。

須
義

す

が

濱
。
廣

さ
二
百
八
十

歩
あ
り
。

中島

鞍島 大黒島

鬼島

片江

菅浦

奈良鼻

黒島

笠浦 黒カスカ島

白カスカ島

千酌

稲積

六島

野波

六島
鶴島

松島

小島

サザエ島

黒カスカ島

白カスカ島

瀬崎

笠浦

横島

築島

黒島
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